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研究成果の概要（和文）：　糖鎖高分子を主体とするナノゲル粒子の合成を行い、糖認識タンパク質、細胞成長因子な
どのタンパク質との結合について検討した。ナノゲル粒子については三次元構造を持つ、多価糖鎖構造を持つため、タ
ーゲットタンパク質を強く認識した。この認識を利用して、糖鎖高分子ナノゲルを用いたバイオセンシングを検討した
ところ、抗体に匹敵する結合定数を示した。構造色バイオセンサーを用いたところ、ナノモルレベルでの検出を達成で
きることがわかった。硫酸化糖を用いたナノゲル粒子の場合には、硫酸化糖を認識するターゲットタンパク質を強く認
識することがわかった。また、このターゲットタンパク質は、細胞中でも強く認識することがわかった。

研究成果の概要（英文）：The glycopolymer nanogel were synthesized, and the molecular recognition ability w
as investigated with proteins such as sugar recognition protein (lectin) and cell growth factors. Since th
e glycopolymer nanogel particles have three dimensional molecular recognition space, the glycopolymer nano
gel particles showed the strong and specific recognition to the target proteins. We utilized the molecular
 recognition ability of glyconanoparticle for biosensing, and found the glycopolymer nanoparticles showed 
the strong and specific recognition ability in the structural color biosensor like antigen. On the other h
and, the sulfated glyconanoparticles showed the specific molecular recognition ability to cell growth fact
or. The glyconanoparticles also showed the strong and specific recognition to the target protein in the ce
ll. 
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１．研究開始当初の背景 
生理活性糖鎖の分子認識が種々の生体機

能に関わっていることが明らかとなり、注目
をあつめてきた。申請者は、このことに着目
して、糖鎖と高分子を結合させた、糖鎖高分
子について検討を行ってきた。これまでに、
種々の生理活性糖鎖（マンノース、ガラクト
ース、グルコサミン）、やグリコサミノグリ
カンモデルの硫酸化糖に着目して糖鎖高分
子の合成と利用を行ってきた。特に硫酸化糖
を用いることで、これまでに各種の病原体に
対して結合する糖鎖高分子の合成を実現し
ていた。しかしながら一方で、糖鎖高分子が
線上の高分子であるため、特異性の確保を行
うことができなかった。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では、ナノゲルを用いて、ゲ
ルの内部に 3次元場となる分子認識場を持つ
微粒子を利用した材料の創製を行ってきた。
糖鎖高分子ナノゲルを用いることで、抗体の
代わりとなるような、ナノゲル粒子の創製を
目指した。特にナノゲル粒子を用いたバイオ
計測を目指して検討を行った。 
 
３．研究の方法 
 マンノース、及び各種の硫酸化糖をアクリ
ルアミドモノマーにした上で、N-イソプロピ
ルアクリルアミドを主体としたナノゲル粒
子の合成に用いた。糖鎖モノマーを含む、ナ
ノゲル粒子について、各種の糖認識タンパク
質や、ヘパリンなどのグリコサミノグリカン
結合タンパク質を加えて、結合能の測定を行
った。また、これらの糖鎖高分子ナノゲルを
用いて、バイオ計測を検討した。また、細胞
中でのタンパク質の捕捉について測定を行
った。 
 
４．研究成果 
 αマンノースを有する糖鎖高分子ナノゲ
ル粒子については、糖認識タンパク質である、
コンカナバリンAに対して強く特異的な分子
認識能を発揮した。このように、強く特異的
な分子認識能については、バイオセンサーに
応用可能で、構造色バイオセンサーに応用し
て、抗体の様にセンシングに用いることがで
きた。 
 また、硫酸化糖の合成を N-アセチルグルコ
サミンについては、位置特異的な硫酸化モノ
マーの合成及び高分子ナノゲル粒子の合成
を行った。こうした硫酸化糖鎖高分子ナノゲ
ルについては、アルツハイマー病関連タンパ
ク質、酵素の阻害効果を発揮し。細胞成長因
子についても結合することがわかった。 
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